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全段連 第四次環境自主行動計画（温暖化対策） 

2025年度実績フォローアップ調査結果及び計画年度総括 

2026 年 7 月 17 日 

全国段ボール工業組合連合会 

 

全国段ボール工業組合連合会（以下、全段連）は、2021 年 12 月に第四次環境自主行動計画（温暖 

化対策）を策定し公表致しました。本年 5 月に自主行動計画参加企業に対して 2025 年度実績の調 

査を実施しましたので、その結果を報告致します。 

なお、2025 年度をもって 2021 年度～2025 年度の計画期間が終了しました。CO2総排出量削減率 

は目標の 23％削減に対し実績は 23.1％で目標達成となりました。 

＜計画＞ 

CO2総排出量を 2006 年度～2008 年度の 3 年間平均に対し、2025 年度で 23％、2030 年度で 30％

削減※する。※2030 年度の目標値は 2025 年度にレビューを行う 

＜実績＞                         （ ）内は基準年度比 

 
 

※1：基準年度に対する計画年度毎の削減量。※2：CO2総排出量を貼合生産量で割った値。 

・自主行動計画参加企業数：55 社・全国段ボール生産量に対するカバー率：72.2%（2025 年度） 

＜2025 年度実績の調査結果について＞ 

2025 年度の参加 55 社の CO2総排出量は、455,881t-CO₂/年となり、前年度に比べて CO2排出原単位

の改善（0.39kg-CO2/千㎡、0.6 ポイント）に加え、貼合生産量が減少（12 百万㎡、0.2％）したこと

もあり、4,461t-CO₂/年（0.8 ポイント）減少となった。 

CO2排出原単位改善の主な要因は、ボイラ関連（更新、燃料転換、高効率化）、太陽光発電の導入、 

フォークリフトの電化、省エネ設備への更新、照明の LED 化、再生可能エネルギー由来電力への転

換、更には生産効率の向上、デマンド管理の強化となっている。 

第四次計画は、政府が掲げる温室効果ガスの 2030 年度までに 46％削減する計画（2013 年度比）にお

ける産業部門の削減率 38％を念頭に、組合員企業が自らの努力で達成の可能性がある目標値を設定し

た。2025 年度の CO2 総排出量削減率は 23.1％となり、第四次計画の最終年度においての目標である

23％を達成した。 

基準年度 参考実績 目　標

2006～2008 2013年度 2025年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

年度平均

百万㎡ 9,525 10,119 10,407 10,450 10,074 10,104 10,092
/年 (102.2%) (108.5%) (111.6%) (112.1%) (108.1%) (108.4%) (108.2%)

t-CO2 579,791 456,337 503,262 483,404 461,942 460,342 455,881
/年 (97.8%) (77.0%) (84.9%) (81.6%) (77.9%) (77.7%) (76.9%)

CO2削減量

※1
t-CO2/年 － 12,855 136,309 89,384 109,242 130,704 132,304 136,765

CO2削減率 % － 2.2 23 15.1 18.4 22.1 22.3 23.1

kg-CO2 60.87 45.10 48.36 46.26 45.86 45.56 45.17

/千㎡ (95.8%) (70.9%) (76.1%) (72.8%) (72.1%) (71.7%) (71.1%)

原単位削減率 % 29.1 23.9 27.2 27.9 28.3 28.9

（基準年度比）（基準年度比）（基準年度比） （基準年度比） （基準年度比）

9,323

CO2総排出量 592,646

63.57

（基準年度比）

CO2排出原単位

※2

貼合生産量

実　　績

（基準年度比）
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＜第四次自主行動計画期間（2021 年度～2025 年度）実績の総括＞ 

第四次環境自主行動計画（2021 年度～2025 年度）は、段ボール業界における温室効果ガス排出削減

の自主行動計画として推進されてきた。計画期間の最終年度においての目標である、2025 年度の

CO₂総排出量削減率 23％であったのに対し、実績は 23.1％となり、目標を 0.1 ポイント上回って達

成した。これは、参加各社において、ボイラ設備の更新・高効率化、燃料転換、再生可能エネルギー

の導入、省エネルギー設備への更新、生産効率の向上や運用改善などの取組が継続的に進められた成

果である。 

ボイラ燃料転換の推移を見ると、基準年度に 83％であった A 重油、C 重油、灯油の比率は 2025 年

度には 29％まで低下し、比較的 CO₂排出量の少ない都市ガス、LNG、LPG の比率は 17％から 71％

へ上昇している。このことから、計画期間を通じて重油から都市ガス等への転換が大きく進展し、

CO₂排出量削減に寄与したものと考えられる。 

電力の推移を見ると、基準年度は通常電力が 100％であったが、再生可能電力の利用拡大が進み

2025 年度には、総電力使用量に占める再生可能電力の割合が 12％に拡大したことで、CO₂排出量削

減に寄与したものと考えられる。 

 

◎ ボイラ燃料構成比の推移（重油・ガスの比較＊） 

 基準年度  

（＊＊） 

第四次環境自主行動計画期間 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

A 重油、C 重油、灯油 83％ 46％ 45％ 34％ 34％ 29％ 

都市ガス、LNG 、LPG 17％ 54％ 55％ 66％ 66％ 71％ 

＊ 重油及びガスボイラの CO₂排出量で比較  ＊＊  基準年度は 2006 年度～2008 年度平均 

 

◎ 電力構成比の推移 

 基準年度

（＊） 

第四次環境自主行動計画期間 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

通常電力 100％ 98％ 92％ 91％ 89％ 88％ 

再生可能電力 0％ 2％ 8％ 9％ 11％ 12％ 

＊  基準年度は 2006年度～2008年度平均 

 

参加企業の CO₂排出原単位を第四次計画最終年度の 2025 年度でみると、CO₂排出原単位が良化（改

善）した組合員企業は 44 社、悪化（改善できなかった）企業は 11 社であった。第四次計画で得ら

れた成果と課題を踏まえ、第五次環境自主行動計画においても、業界全体で CO₂排出量削減に向け

た実効性ある取組を継続的に進めていく。 

 

以上 


